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　上越教育大学では、法人の財政基盤の強化を図るとともに、独自の学生支援や教
育・研究活動支援等の諸事業を推進し、本学の教育・研究機能の強化と魅力づくり
に努めることを目的に「上越教育大学基金」を設置しています。
　企業、団体、個人のみなさまからのご支援をお願い申し上げます。

「上越教育大学基金」
ご寄附のお願い

〔個人の皆様からのご寄附〕
 　所得税控除等を受けることができます。

〔法人の皆様からのご寄附〕
　 寄附金の全額を損金に算入できます。

寄附の申込み税法上の優遇措置

基金が行う事業 ○学生支援事業　　　○国際交流支援事業 　○教育研究支援事業　○地域貢献事業
○附属学校整備事業　○キャンパス環境等整備支援事業　○その他本法人の諸活動支援事業

上越教育大学総合交流推進室（上越教育大学広報課内）
〒943-8512 上越市山屋敷町1番地 　上越教育大学事務局（２階）
TEL 025-521-3292 　FAX 025-521-3627　　E-mail kikin@juen.ac.jp

お問い合わせ先

　上越教育大学は、4月14日（金）、十日町市との包括的な連携協
力に関する協定を締結しました。
　この協定は、上越教育大学と十日町市の包括的な連携の下、文
化、教育、学術研究等の分野で相互に協力することにより、人材の
育成と地域社会の発展に貢献することを目的とするものです。
　十日町市役所で行われた締結式には、十日町市から関口芳史市
長、村山潤副市長他4名、上越教育大学から川崎直哉学長、梅野正
信理事兼副学長他2名が出席しました。
　締結式で関口十日町市長は「大地の芸術祭への学生参加、ほく
ほく線の利用促進のほか、地場産品を活かした農業やヘルスケアな
どの分野で協力し、地域振興につなげたい」と述べられ、川崎学長
は「本学にはあらゆる分野のスタッフが揃っている。多様な取り組み
に対して協力していきたい」と今後に向けた期待を語りました。
　今後は、十日町市内の学校等を利用した教育実習や教員研修な
ど、教育研究活動の推進のほか、本学が持つ幅広い分野の知識・技
術を活かした地域の活性化が期待されます。

十日町市と包括的な連携協力
に関する協定を締結

関口十日町市長（右）と川崎上越教育大学長（左）

就職試験受験者激励会（出陣式）
で学生を激励
　6月14日（水）に「就職試験出陣式」を開催し、6月末から始
まる教員採用試験に臨む学生たちを激励しました。教採直前
ガイダンス「今年はここが狙われる」の後に行われた出陣式
には、100人余りの学生と教職員が参加しました。
　初めに、プレイスメントプラザ室長の直原副学長が「みなさ
んの可能性を信じて応援している。是非がんばってほしい。」
と激励し、木刀で夢想神伝流の型による四方露払いの儀式を
披露しました。
　続いて、激励パフォーマンスでは、地元の「越後上越 上杉
おもてなし武将隊」による演武が披露されました。
　また、受験者を代表して学部4年の大滝柾さんは「信頼さ
れる先生になるためにも、先ずは教員採用試験を突破し自分
の夢をかなえたい。」、教職大学院の米田優衣さんは「大切な
のは自信を持って行動すること。みんなで一緒に合格しましょ
う。」と決意を表明しました。
　就職委員会の桐生教授からは、自身の教員採用試験での
エピソードをもとに「自分の中に理想とする教師像を作ること
で自信が生まれる。その自信を持って試験に臨んでほしい。」
とエールが送られ、「絶対合格」の勝ちどきをあげました。
　最後に参加者全員が集合し、「就職試験へ、いざ出陣」の
掛け声で必勝を誓いました。

必勝を誓う参加者

上越教育大学基金のホームページ「寄附申込
フォーム」より、振込用紙をご請求ください。
現金でのご寄附を希望される方はお手数です
が、お問い合わせ先までご連絡ください。

振込用紙によるご寄附／

現 金 に よ る ご 寄 附 ／
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充実感と幸福感でいっぱいの2年間

青山 梨紗子
（あおやま りさこ）

北海道札幌市出身。札幌大谷大学芸術学部音楽学科
ピアノコース卒業後、上越教育大学大学院芸術系コー
ス（音楽）へ進学。玉村恭准教授の研究室に所属し、
ハンガリーの楽器“ツィンバロン”について研究を行っ
た。平成 29 年 3 月修了。現在、札幌大谷中学校・
高等学校にて、非常勤講師及び助手として勤務。
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